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職位 教員名 教育研究分野 研究内容 

助 教 NGUYEN Minh Hai 構造工学 鋼コンクリート複合構造に関する研究 

助 教 王  玲  玲 
建設マネジメント・エネ
ルギー経済学 

地域の新しい建設システムの開発；グ
ローバル視点からのエネルギー政策開
発 

 

○農業土木学プログラム 

職位 教員名 教育研究分野 研究内容 

教 授 松 井 宏 之 水利環境工学 
流域における農業水利・水循環及び水
環境保全 

准教授 飯 山 一 平 土壌・生物環境物理学 
土壌中及び土壌を介した熱・物質の輸
送・保持に関する研究 

准教授 大 澤 和 敏 農地環境保全学 
農地保全，流域水・物質動態に関する研
究 

准教授 田 村 孝 浩 農村計画学 
農作業安全・農作業軽労化・土地改良事
業に関する研究 

准教授 福 村 一 成 国際農業環境学 
途上国の農業農村開発や灌漑，水管理
に関する研究 

准教授 守 山 拓 弥 農村生態工学 
二次的自然の保全や利活用に関する研
究 

 

○グローバル・エリアスタディーズプログラム 

職位 教員名 教育研究分野 研究内容 

教 授 磯 谷   玲 経済学／アメリカ経済論 
アメリカにおける経済及び金融市場・
制度に関する研究 

教 授 
Malee 

KAEWMANOTHAM 
社会学 タイの開発と地域社会に関する研究 

教 授 重 田 康 博 国際協力，市民社会 
国際協力における貧困問題に関する研
究 

教 授 髙 橋 若 菜 環境問題とガバナンス 
環境政策が地域・国家間で相違する要
因を，政治学的視点から解明する研究 

教 授 倪   永 茂 情報ネットワーク 
グローバル社会における情報機器・情
報ネットワークの基礎と応用 

教 授 松 金 公 正 
史学，東洋史，台湾植民
地史 

中国，台湾における宗教と社会に関す
る研究 

教 授 湯 本 浩 之 グローバル教育論 
地球的課題に取り組む教育活動に関す
る研究 

准教授 栗 原 俊 輔 
国際協力，ガバナンス， 
市民社会 国際開発におけるガバナンスの研究 

准教授 古 村   学 村落社会学 
日本の村落社会におけるフィールド・
ワークに基づく研究 

准教授 阪 本 公美子 アフリカ地域研究 
東アフリカにおける社会開発と文化に
関する研究 

准教授 清 水 奈名子 国際関係論・国際機構論 
国際連合における安全保障に関する研
究 

准教授 SUEYOSHI Ana 応用経済学（含む歴史） 
ラテンアメリカにおける政治経済に関
する研究 

准教授 松 尾 昌 樹 中東地域研究 中東地域を対象とする政治経済研究 

准教授 松 村 史 紀 東アジアの国際政治 
現代中国をめぐる国際政治史に関する
研究 
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3. 研究指導実施体制 
指導教員として，主指導教員１名と副指導教員２名が，「研究指導計画書及び研究経過報告書」に則り，

学生の研究及び論文指導等と授業科目の履修指導に当たるほか，学生からの研究相談として，研究サポ

ートコーディネーター及び研究アドバイザーを配置しています（下図参照）。 

 

○研究サポートコーディネーター 

指導教員・副指導教員以外の教員への研究・関連研究者の相談の最初の窓口 

○研究アドバイザー 

学生からの具体的な相談への対応 

 

地域創生科学研究科（修士課程）研究指導実施体制

学生からの相談窓口
◇社会デザイン科学専攻

m-sd@cc.utsunomiya-u.ac.jp 
◇工農総合科学専攻

m-ea@cc.utsunomiya-u.ac.jp 

＜研究サポート＞

【コーディネーター】

<専攻長・専攻長補佐>
（役割）

他の専門分野の教員の紹介
や研究相談等に応じる。

【研究アドバイザー】 <主指導教員及び副指導教員以外の教員>
（役割）
・主指導教員が学生のテーマや希望によって，副指導教員以外の他の専門分野から研
究進捗や専門能力の修得に対してアドバイスを行う

【主指導教員】 Ａ学位プログラム所属教員１名

【副指導教員】 Ａ学位プログラム所属教員
・ 学位の専門性を担保する。

【副指導教員】 （原則として）Ａ学位プログラム以外の所属教員
・ 学生が専門分野に加えて境界領域・学際領域の視野・素養を身に付けるため。
・ 特別演習や特別研究において境界領域・学際領域の観点から学生とのディス

カッション等を中心に教授する。研究相談
シート

連
携

特別研究や中間発表会等に参加すると共に学生からの個別相談に対
応して，境界領域・学際領域の観点から思考力や研究力の向上のため
の指導

相
談
等

大学院学生
（A学位プログラム所属）

<デュアル副指導> ２名
専門領域に加えて境界領域・学際領域の素養を身に付けて，幅広い
視野や実践力を有する高度専門職業人を養成する。

指

導

教

員

【学生指導方法】

・指導教員（3 名）及び研究アドバイザーと学生に対する情報の共有化を図り，一体のチームとして
学生の学修・研究計画の作成，着実な履修と学修の進捗等，に対して適切に指導・助言を行う。

・成績評価に合わせて半期ごとにチームでの指導を行い，教職員が共通認識を持って，研究科の
目的を達成するための取組や支援体制等の改善を継続的に実施する。またそのためのFD を実
施する。

 
 

〇 研究相談シートを作成する際は以下の 6 点を必ず記入すること。 

学生記番号 / 所属専攻・学位プログラム名 / 氏名・連絡先 / 主指導教員名・副指導教員名 / 

研究テーマ / 相談内容等 
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 『研究（者）倫理』のポイントは，以下の３点です。 

 

〔1〕 研究活動の不正行為の防止 

捏造・改ざん・盗用などの不正防止，分野毎に定められた研究規範の遵守，その他の不正行為（重

複投稿・他研究者の妨害行為・アカハラ・不適切なオーサーシップ）の禁止，知的財産の保護 など 

 

〔2〕 研究活動に関する説明責任／情報請求に関する準備 

研究データの一定期間保存・実験ノートによる整理された記録など。（自分自身を守るため，少なくと

も研究ノートに記録を残し，自分で研究したことを証明するための記録を残しましょう。） 

 

〔3〕 研究費の不正使用の防止 

私的なものを除けば，ほとんどの研究が広い意味で公的な資金で運用されています。国のお金（元

は税金），会社のお金（株主・役員・社員の財産），財団のお金（公的に使用する前提で税に関する優

遇措置を受けている）などです。学生も，国や財団，企業からのお金で研究を遂行したり学会への出張

参加・発表などをすることもあります。研究費の不正利用防止にも気をつけてください。 

 
 
7. Advanced Learning + 1 の履修について 

○「雑草鳥獣管理プログラム」 

雑草と野生鳥獣によって引き起こされるさまざまな課題をフィールドで解決するための専門知識と実践力

を身につけることができます。 

 

〔1〕．対象学生 

大学院生を対象とします。 

 

〔2〕．履修の届出 

履修を希望する者は，学務部修学支援課または学務部陽東学務課窓口で配布する「雑草鳥獣管理プ

ログラム履修申込書」を 1 年次の 5 月末までに，学務部修学支援課または学務部陽東学務課に提出してく

ださい。 

 

〔3〕．修了要件 

1)  分野毎に指定された授業科目から，必要単位数以上を修得し，合計 7 単位以上を修得する必要が

あります。 

2)  修了した者には，修士課程修了時に「雑草鳥獣管理プログラム修了証書」を発行しますので，学務

部修学支援課または学務部陽東学務課に申し出てください。 

 

〔４〕．履修科目 

１） 開講学期は，各科目のシラバスを参考願います。  

２） 修士課程の修了単位になるかどうかは，自身の所属するプログラム毎に異なります。 
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〔５〕．その他 

本プログラムは，法令等で定められた資格ではありません。本学が定めたプログラムを修了した者に対し，

修士課程修了時に修了証書を授与する”Advanced Learing+1”です。 

 

<分野を構成する科目> 

分    野 授業科目名 単位数 

植生マネジメント 

（○を付した科目１単位以上を含む，

計３単位以上（あるいは２単位以上）） 

 

○雑草管理学 1 

○植生管理学 1 

森林生態育林学 1 

森林生産育林学 1 

森林植物学 1 

野生鳥獣管理 

（○を付した科目を含む，２単位以上

（あるいは３単位以上）） 

○野生動物管理学 1 

動物生殖遺伝学 2 

動物行動管理学 1 

ヒトと動物の関係学 1 

動物形態学 1 

地域資源開発 

（○を付した科目を含む２単位以上） 

○農村社会学 1 

森林政策学 1 

農業・農村の組織マネジメント 1 

自然共生デザイン論 1 

地域マネジメント A 1 

 

<分野毎に求められる最低単位数> 

〔1〕 植生マネジメント３単位，野生鳥獣管理２単位，地域資源開発２単位 

     あるいは 

〔2〕 植生マネジメント２単位，野生鳥獣管理３単位，地域資源開発２単位 
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４. 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科細則 
 (趣旨) 

第1条 宇都宮大学大学院学則第2条第2項，第12条，第13条の規定に基づく地域創生科学研究科（以

下「本研究科」という。）の教育研究の目的，授業科目，単位数及び履修方法等については，本

学大学院学則並びに宇都宮大学学位規程（以下「学位規程」という。）に定めるもののほか，こ

の細則の定めるところによる。 

(研究科の教育研究の目的) 

第2条 本研究科及び各専攻の教育研究の目的は次のとおりとする。 

(1)  本研究科は，21世紀の課題を解決して持続可能な豊かな地域社会の創生に貢献するため

に，社会デザインとイノベーションに関する高度な専門知識・技術を身に付けて，学際的な

幅広い思考力と実践力を備えて主体的に行動できる高度専門職業人の育成を目的とする。 

(2)  各専攻の教育研究の目的は次のとおりとする。 

ア 社会デザイン科学専攻は，地域社会に関するソフトウェア（コミュニティ，社会制度，文化，

政策等）やハードウェア（建築，国土保全，環境等）のデザインに貢献できる高度専門職業

人の育成を目的とする。 

イ 工農総合科学専攻は，工学分野と農学分野に関するものづくり，食料・農林業・環境を支え

るイノベーションの創造やマネジメントに貢献できる高度専門職業人の育成を目的とする。 

(学位プログラム) 

第3条 各専攻に，次の学位プログラムを置く。 

専攻名 学位プログラム名 

社会デザイン科学専攻 コミュニティデザイン学プログラム 

農業･農村経済学プログラム 

建築学プログラム 

土木工学プログラム 

農業土木学プログラム 

グローバル・エリアスタディーズプログラム 

多文化共生学プログラム 

地域人間発達支援学プログラム 

工農総合科学専攻 光工学プログラム 

分子農学プログラム 

物質環境化学プログラム 

農芸化学プログラム 

機械知能工学プログラム 

情報電気電子システム工学プログラム 

農業生産環境保全学プログラム 

森林生産保全学プログラム 
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